
３

４

１

２

2000年代以降、ICT産業や化学・機械工業の発展により急速に成長したインド。先端企業と伝統的な生活・文化が同居するインド南部の今をレポート！

世界の“NOW”を探る現地探訪〈2025年６月取材〉

2000年代以降、ICT産業や化学・機械工業の発展により急速に成長したインド。先端企業と伝統的な生活・文化が同居するインド南部の今をレポート！

インド南部の産業・生活・文化

　年間制作本数で世界一のインド。「ボリウッド」と呼ばれるムンバイやハイデラバード
などインド南部の都市がその制作拠点です。写真の「ラモジ・フィルムシティ」は、ハイデ
ラバード郊外にある世界最大の撮影スタジオ兼テーマパークで、多くの観光客が訪れて
います。しかし、近年はインターネットでの配信に押され、映画館人気は下降気味とも。

▲映画館は各地にあるが、近年は客の
入りがいまひとつな様子。

▲

▲

大都市の高級ショッピングセン
ターでは、スマホが並ぶ家電店やアパレ
ルストアなど日本の都市と変わらない
光景が見られます。

▲インド北部の主食
は小麦でつくるチャ
パティが主流。一方、
南部は米食が多く、右
手でカレーとライス
を混ぜ、親指で押し込
むように食べます。

▲スラムで働く
洗濯業ジャーティ
の若者。

▲

たっぷりのミルクと
砂糖を入れ、紅茶を煮
出してつくるチャイ。

▲

屋台や市場など、どこでも支
払いはQR決済。インドでは日本
のマイナンバーのような「アー
ダール」という個人識別番号で
銀行口座とリンクできるため、
QR決済が広く普及しています。

▲

インドでは宗教上の理由から、
乳製品からたんぱく質を摂るベ
ジタリアンが多く、街中にはたく
さんのミルクスタンドがありま
す。インドにおける生乳生産の急
増は「白い革命」と呼ばれ、乳製品
の消費量は世界一です。

インドの基本情報
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ベンガルールの市場で果物を売るサリー姿の女性

世界中で大ヒットした大作アクション映画で使われた巨大なセット

世界各地の街並みを模したセット
「ラモジ・フィルムシティ」の広大な敷地に
点在するスタジオを巡るバスツアー

世界的に有名なドローン製造会社
idea Forge 社

　西ガーツ山脈の南部に連なる高地はニルギリ丘陵と呼ば
れ、世界的な高級紅茶の産地として知られています。ニルギリ
の冷涼な気候は、品質の良い紅茶栽培に欠かせません。また、
19世紀半ばにインドを植民地としていた、暑さに慣れないイ
ギリス人の避暑地として開拓された歴史もあります。

ヒンドゥー教で聖なる生き物とされる牛は街中にも

ニルギリ丘陵の玄関口クーヌールのカラフルな街並み

ベンガルールのICT企業で働く女性

人と車が行き交うムンバイの商店街

『新詳高等地図』p.33～34より

『新詳高等地図』p.34より

　インドで圧倒的な人気のスポーツといえばクリケット。
プロリーグの選手は国民的な英雄です。イギリスの国技で
あるクリケットは、イギリスの植民地時代にインドへ持ち
込まれ、広く普及しました。2028年のロサンゼルス五輪で
は128年ぶりに正式競技として復活することで、注目され
ています。

Quiz
インドの空き地などで、
盛んに行われている
一番人気のスポーツとは？

世界遺産「インドの山岳鉄道群」
　イギリスの植民地時代に避暑客と紅茶を
運ぶ目的で建設されたニルギリ山岳鉄道
は、世界遺産に登録されています。

活気あふれる商店街やショッピングセンター
　インドの国土面積は日本の約8.7倍もありますが、人口密度は日本
の331人/km2を上回る416人/km2。都市部の商店街ではストリー
トに人と車があふれんばかりに行き交い、活気がみなぎっています。

米、小麦など地方色豊かなインドの食文化
　地域によって地形や降水量などの気象条件が異なり、さまざまな
宗教が分布するインドでは、多彩な食文化が見られます。

３
面積は328.7万km2で日本の約8.7倍
人口は約14億で2023年に中国を超え世界一となりました。
　上の主題図からも分かるように多言語かつ
　ヒンドゥー教を中心にさまざまな宗教が信仰され、
　北部と南部では文化や生活様式に大きな違いがあります。
　　首都は代々の王朝が都を築いてきた
　　北部の都市デリーです。

Nilgiri  ニルギリ
「ニルギリ紅茶」の故郷
インド屈指の避暑地はいつ誰が開発した？

４ Munbai  ムンバイ
「インド最大の商都」
多様な文化を持つ街の光と陰とは？

山肌に広がる茶畑。▲

インドの基本情報

面積は
人口は約
　上の主題図からも分かるように多言語かつ
　ヒンドゥー教を中心にさまざまな宗教が信仰され、
　北部と南部では文化や生活様式に大きな違いがあります。
　　首都は代々の王朝が都を築いてきた
　　北部の都市デリーです。

Hyderābād  ハイデラバード
庶民の夢「映画産業」の今
世界一の映画大国インドの現状とは？
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　多言語国家であるインドでは、英語が共通語として使われています。また、数学やコ
ンピュータ教育に力を入れてきたこともあり、ICT（情報通信技術）産業が大きく発展
しました。その一つ、写真のidea Forge社は世界的なドローン・メーカー。オフィスに
は紙の書類などはほとんどなく、オフィスカジュアルな服装の社員が働いています。

Bengalūru  ベンガルール
「ICT強国」インドの実力
先端企業が集まるベンガルールで見たその実態！

２

▲スラムで働く

世界各地の街並みを模したセット

▲クリケットのバットとボール。ボー
ルはコルクを糸と革で巻いたもので、
野球のボールより硬く重いのが特徴。

▲idea Forge社で開発
　されたドローン。

歯車とレールを噛み合わせて急勾配を登る
アプト式蒸気機関車が力強く後押し

イギリスとインドの建築様式が融合した
「チャトラパティ・シヴァージー・ターミナス駅」は

近代インドの歴史を物語る世界遺産
アイデア フォージ

〈写真：PIXTA〉

　イギリスがインド進出の拠点としたムンバイ
は、インド最大の商業都市に発展し、古い建物には
その影響が残っています。一方で、近代的な高層ビ
ルとスラムが隣り合う光景からは、今なおカース
トによる差別や貧困があることがうかがえます。



インド南部

　　　　にぎやかなインドの街角
　　　　　2023年、インドの人口は 14億を超え、中国
を抜いて世界一となった（地図帳の人口は出典年次の関係
で世界２位）。インドはどの町を訪れても人であふれ、各
都市のマーケット（市場）は特ににぎやかだ。買い物客の
話し声、人々をかき分けて進む車のクラクション、露店か
ら漂うスパイス（表紙写真）の香り……常に五感が刺激さ
れる。特に目を引いたのは露店で売られる色とりどりのフ
ルーツだ（写真①）。取材に訪れた６月、インド半島西岸
はモンスーンの影響を受けて雨季を迎え、高温多湿な環境
でフルーツが成熟する時期となる。世界一の生産量を誇る
マンゴーをはじめ、ぶどうやオレンジなど、旬のフルーツ
がうずたかく積まれ、１kgあたり 100円前後で量り売り
されていた。
　　　　デジタル化の進展と拡大する ICT 産業
　　　　　インドの中でも南部の高原地帯に位置するベン
ガルールは ICT産業が特に集積しており、国内企業だけで
なく、欧米や日本など多くの外国企業も拠点を置いている。
郊外の拠点にはガラス張りの現代的なビルが立ち並び、市
街中心部とは対照的に、広大な土地をゆったり使っている
印象だ。取材に訪れたソフトウエア開発会社も、オフィス
は現代的であり、ノートPC１つで仕事をしている様子が

　2025 年６月13～ 21日、取材班はインド南部を訪
れた。世界一の人口を誇るインドは多様な文化や歴史、
急速な経済発展などトピックにあふれている。実際に訪
れることで見えてきた、インドの現状を紹介していく。

①

『新詳高等地図』p.33 〜 34 より

●6/15：取材した日
29.3℃　516.5mm：６月の平均気温・降水量

参考：東京 21.9℃　167.8mm

●⑥ハイデラバード 6/15-16
　 29.7℃　109.6mm

●①●②●③●④●⑤表紙写真
ベンガルール 6/16-19、20-21 
　 25.2℃　110.8mm

●ムンバイ 6/13-15 
　 29.3℃　516.5mm

●ウッティ 6/19-20 
　 15.3℃　147.6mm

●コロンボ 6/21
　 28.3℃　198.4mm

※ウッティはニルギリ丘陵に位置する標高約 2200mの都市で避暑地として知られる。
　ニルギリ丘陵の紅茶栽培についてはポスターで紹介している。

インド 基本情報（2023年）

首都：デリー 人口：約13億6717万（2021年） 面積：約328.7万㎢ 年平均気温：27.9℃（ムンバイ）
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ごと捨てればよいのも効率的だ。ファストフードとしての
カレースタンドも多くあり、立ち食いスタイルで朝からカ
レーを食べる人々でにぎわっていた（写真⑤）。
　　　　インドの娯楽－映画産業－
　　　　　インド発の文化として、インド映画は今や世界
中で上映される人気コンテンツとなっている。分かりやす
いストーリーとダンスを交えたミュージカル調の展開が特
徴的なインド映画は、ムンバイが産業の中心として有名で
あり、ハリウッドにちなみムンバイの旧名ボンベイからボ
リウッドと呼ばれている。しかしながら、ムンバイにある
昔ながらの映画館は思いのほか閑散としており、上映数は
２本だけであった。インターネットでの配信などの普及に
より、映画館で映画を見る人が減っているほか、娯楽の多
様化で映画が必ずしも人気の中心ではないとのこと。それ
でも、ハイデラバード郊外にある、広大な映画セットとテー
マパークが融合した施設「ラモジ・フィルムシティ」は多
くの人でにぎわい、実際に使われた映画セットを前に写真
を撮るインド人は皆満足そうであった（写真⑥）。

　インドはどの町も人々の熱気にあふれていた。ICT産業を
中心とした発展の一方、スラムやストリートチルドレンなど
インド国内での貧富の格差も体感した。

取 材 後 記

うかがえた（写真②）。ベンガルールには国立の研究施設や
ICT機器の部品業者なども集まっており、取引のしやすさ
からここを拠点にしているとのことだ。
　デジタル化の進展は、人々の生活にも変化をもたらして
いる。例えば、オートリキシャ（三輪タクシー）（写真③）
や市場の露店に至るまでQRコード決済が普及しており、
キャッシュレス化が進んでいる（写真①）。こうした変化は、
アーダール（Aadhaar）と呼ばれる国民 ID制度の普及に
よって、貧困層でも本人確認が容易になり、銀行口座など
の金融サービスにアクセスできる人口が増加したことや、
初期投資の少ないモバイル端末によるインターネット加入
者の増加が背景にある。
　　　　インド南部のカレー
　　　　　インドにはチキンやマトン（インドではヤギ肉
が一般的）、魚のほか、野菜を使ったベジタリアンメニュー
など多くのカレーがあるが、地域ごとにその特徴は異なる。
インド南部では、バナナの大きな葉を皿代わりに使い、二
期作も行われるインディカ米のごはんやイドゥリ（米と豆
の蒸しパン）をカレーと合わせるなど、熱帯の気候を生か
した食材が使われる点が特徴的だ。カレーをごはんにかけ、
右手で混ぜながら一口大につかむと、親指で口に押し込む
ようにして食べる（写真④）。食事が終わると、バナナの葉

⑤

③

②

④ ⑥

写真：2025 年６月撮影／帝国書院

｜ 3ChiReKo  2026 年度後期号


